
令和 7 年度 若草保育園 自己評価 

❶  

１． 園の保育目標 

『 何事も、自分で考え選んで行動できる子ども 』の育成 

基本的信頼感と自主性を育み、何事も自分で取捨選択できる子を育てます。子どもたち 1 人 1 人 

の興味・発見・関心を大切にし、のびのびと過ごせる場所で豊かな心を育て、笑顔があふれる 

保育をします 

○ 笑顔であそべる子 

○ 自分の思いをはっきり言える子 

○ 新しいことにチャレンジする子 

○ 毎日の生活を楽しむ子 

○ 思いやりのある子 

２． 本年度、重点的に取り組んだ目標や計画 

保育目標は 「主体性を学び、子どもの“やりたい”に寄り添う保育」 

「子どもも大人も対話を大切にし、 

感謝と思いやりの心をもって楽しく過ごそう」 

✱物を大切にしよう✱子どもも職員もみんなでエコ活動しよう。 

本年度の保育目標は、上記の目標とし、主体性を大人も学びながら子どもたちのやりたいを尊重できる

保育をしていきたい、対話を大切にしながら感謝や思いやりの心を持ちながら楽しく過ごせるようにと

7 年度がスタートした。戸外でも室内でも保育者も子どもたちと一緒にいきいきと遊びにかかわり、子

どものやってみたいという気持ちや意欲が子どもたちの中から 自然に生まれてくるよう、環境の設定を

工夫し、子ども主体の保育ができることを理想として考えてきた。それには、子どもたちからの発信、そ

れに対する発展的な保育士の言葉かけなどがまだまだ課題である。まずは、子どもたちのやりたいこと

は何だろう？どんなことに興味を持っているのか？を保育者自身がキャッチし、子どもたちとともに考

えたり調べたり悩んだり経験して、楽しく毎日を過ごせるよう保育士も試行錯誤しながら子どもたちと

向き合ってきた。また、乳児クラスで育児担当制を始めたことで、今まで以上に子ども一人一人をしっか

りとみて把握することができ、保育の質の向上にも良い成果があると感じる。まだまだ課題はあるが、今

後も職員皆で対話し共有しながら、子どもたちと向き合っていきたい。 

具体的目標・計画 

保育の内容について 

☆クラスの取り組み・目標 

・０歳児 ・

（周囲の大人との愛着関係、十分に養護の行き届いた環境のもとくつろいだ雰囲気の中で様々な欲求を満たし、生命

の保持及び安定を図る） 

・1 歳児 ・

（大人との信頼関係を基盤に、一人一人の子どもが主体的に活動し、自発性や探索意欲などを高めるとともに、 

自への自信を持つことができるようにする） 

・２歳児 ・友だちや保育者とたくさん遊び、様々体験を通して、心も身体も豊かに健康に 

過ごそう 

（生活の中で言葉への興味や関心を育て、話したり,聞いたり,相手の話を理解しようとするなど、言葉の豊かさを養う） 



・3 歳児 ・基本的な生活習慣を身につけ、身の回りのことを進んで行おう  

・保育士や友だちと夢中になって遊ぶ中で、自分の気持ちを表現し関わりを深めよう 
（いろいろな経験の中で感動できる感性を磨き、創造性の芽生えを培う） 

・4 歳児 ・大人やお友だちと一緒に遊ぶ中で、コミュニケーションを重ね、自分の思いを表現した

り、相手の思いに気づきながら状況に合った伝え方を覚えよう。

・全身のバランスを取る動きを楽しみ、健康な体を育もう。 

（生命、自然及び社会の事象についての興味や関心を育て、それらに対する豊かな心情や思考力の芽生えを培う。 

相手に対する愛情と信頼感そして人権を大切にする心を育てるとともに、自主、自立及び協調、協働の態度を養い 

道徳性の芽生えを培う） 

・5 歳児 ・集団生活の中で自分の考えを大切にし経験を積み重ね 

最後までやり遂げる力をつけよう 

・生活に必要な言葉を習慣化し思いやりや感謝の気持ちを持ちながら人との関わりを 

深めよう 

（人とのかかわりの中で、相手に対する愛情と信頼感、そして人を大切にする思いやりの心を育てるとともに 

自主協調、協働の態度を養い、達成する喜びと充実感により自己肯定感を育て、仲間と協働して達成する中で 

社会性を身につけ・豊かな心情や思考力の基礎を培う。様々な体験を通して豊かな感性や表現力を育み、 

創造性の芽生えを培う 

一人一人の子どもが周囲から主体として受け止められ、主体として育ち、自分を肯定する気持ちが育まれていくよう

にする。） 

  A → 十分達成されている B → ほぼ達成されている C → 取り組まれているが、成果が十分でない  

D → 改善が必要 

 

１． 子どもの発達援助の基本 

理念や基本方針が明確にされていることによって、職員が自らの仕事への意識や子どもへの接し方、保育・保育サー

ビスに対する具体的な取組を行うことができるようになっていく。またその内容を保護者等に分かり易く伝えるこ

とが園に対する安心感や信頼にも繋がっていく。 

                 評 価 項 目 評価結果 

２． 健康管理 

  健康管理は、子ども一人ひとりの健康状態と集団の状況に応じて日々丁寧に行っていかなければならない。各種

マニュアルを整備し、職員が内容・知識を習得し、園全体で協力して感染症などの対策を行えるようにしていきた

い。 



評 価 項 目 評価結果 

 

 

３． 食事・食育 

食育計画を基に食を通して生きる力、丈夫な身体を育むよう子どもたちが食への興味・楽しさを持てるよう保育

と給食について考えていくことが重要としている。また、命に係わる食物アレルギー等への対応を保育園と保護者

医療機関が連携して管理を十分できるようにする。 

評 価 項 目 評価結果 

 

 

  

 

  

４． 保育環境 

子どもが安心した環境の中で心地よく、落ち着いて過ごせるように生活の場を整え、子どもたちが園で快適に

過ごせるように配慮をする。 

 評 価 項 目 評価結果 

５． 保育内容 

子どもひとり一人に寄り添いながら理解を深め、受け入れることは保育の基本である。保育者は子どもの気持ち

に共感し、保育者は豊かな愛情をもって子どもたちの思いや要求を受けとめることが大切である。保育内容につい

ては様々な取り組みがあるが、子どもと保護者の人権を尊重したうえで、子どもひとり一人の成長の違いを把握し

て保育を進めることが大切である。 

評 価 項 目 評価結果



 

１． 保護者及び地域の子育て支援 

子育てと仕事の両立が大変な状況にあることを理解し、子育てに対する悩みを持つ保護者に寄り添い、子育てが楽

しいと思えるよう家庭と連携・協力していく必要がある。子育ての専門機関である保育園が中心となり孤立化した保

護者を支援していきたい。 

評 価 項 目 評価結果 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１． 基本方針 

若草保育園の保育を実施するにあたっては、「保育理念」に基づいて保育園が目指す基本的な方向を明文化した 

「保育の基本方針」が必要であり、保育者が同じ方向性で保育にあたり、保護者へそれをどのように伝えている 

かが重要となる。 

評 価 項 目 評価結果

 



２． 組織運営 

保育園の役割や社会的責任を果たすために、法令などを遵守し、園を取り巻く社会情勢を踏まえ、施設長として 

の専門性などの向上に努め、園における保育の質及び職員の専門性向上のために必要な環境を確保できるように 

努めなければならない。 

 評 価 項 目 評価結果 

 

 

 

 

３． 安全・衛生・危機管理 

 評 価 項 目 評価結果 

  

  

  

  

  

  

 

４． 守秘義務の遵守 

業務上で知り得た情報には、守秘義務が課せられる。プライバシーの保護について厳しく制約され、相手の同 

意なくして情報を提供することはできない。保育現場においても職員間の情報共有は大切ですが、子どもや保 

護者の家庭環境などの情報について不用意に取り扱うことがないようにしなければならない。 

 評 価 項 目 評価結果 

  

  

  

 


